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会 長 挨 拶

皆様お疲れ様です。

例会の始まりにあたり一言ご挨拶申し上げます。

まずは8/27は第１回石原ガバナー補佐訪問お疲れ様でした。

9月は『基本的教育と識字率向上月間』となっています。

『基本的教育と識字率向上月間』とは世界の国の中で子供たちが

基本的な教育を受けられない、また成人が十分に読み書き出来ない

地域があり、そうした地域で基本的教育を提供し、識字率を上げることで、

貧困を減らし健康状態を改善し、地域社会の発展につなげることをいいます。

重視される理由としては

①現在世界では6700万人の子供が学校に通えていない。

②４年間の初等教育を受けた後も読み書きのできない子供が２億5000万人いる。

③７億8100万人の成人が読み書き出来ない。

④読み書きのできる母親を持つ子供は、読み書きのできない母親の子と比べて、５歳以上まで生き延びる確率が50％高い。

⑤すべての女性が初等教育を修了すれば妊婦の死亡率は66％減少する。

⑥低所得国で全生徒が読み書きを習得した場合、１億7100万人が貧困から抜け出すことができる。これは全世界の貧困の12

％に相当する。

という事で基本的教育と識字率向上はロータリー６つの重点分野の一つとなっています。日本では教育を受けることが当たり

前となっていますが、調べてみて改めて教育の大切さを少し理解できたような気がしますね。

さて、本日は音更消防署庶務課課長の井上様に『消防団活動、仕組みとは』というテーマで卓話をしていただきます。最近は団員

不足だという声も聞かれます。地域の防災活動には必要不可欠な存在だと思いますので、お話をお聞きして皆さんにも少しで

も興味を持っていただけたら良いのかなと思います。

宜しくお願い致します。

それではLet’s　enjoy　your　ROTARY　本日もロータリー活動を楽しみましょう。

長屋 会長



ゲスト卓話：「消防団活動、しくみとは」
音更消防署　庶務課 課長　井上 久志　様プログラム

ゲストへのお礼

ゲスト卓話

ゲスト卓話資料

お祝いの言葉(玉川会員） 9月お誕生日(長屋会長←若原エレクト） 

お祝い



表彰

在籍表彰(畠山）在籍表彰(渡辺会員）

在籍表彰(長屋）在籍表彰(若原）

在籍表彰(坂本）在籍表彰(行木）



例会案内

月曜日　<広尾ＲＣ：日高信金広尾支店２Ｆ>　<帯広南ＲＣ：北海道ホテル>
火曜日　<芽室ＲＣ：めむろーど２ＦセミナーホールⅡ>　<帯広東ＲＣ：帯広ワシントンホテル>
水曜日　<音更ＲＣ：ハピオ木野コミュニティーホール>　<帯広ＲＣ：ホテルノースランド帯広>　<上士幌ＲＣ：川村会館>
木曜日　<足寄ＲＣ：足寄銀河ホール>　<清水ＲＣ：清水町中央公民館>　<帯広西ＲＣ：北海道ホテル>
金曜日　<帯広北ＲＣ：ホテルノースランド帯広>
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